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総合的な探究の時間 

　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 

１　総合的な探究の時間の改善・充実 

　(1) 生徒が主体的に学びを深める振り返りと評価について 

学習活動の振り返りを行うことは、生徒が自らを内省し、省察することにつながり、

学びの意味や価値を生徒自身が自覚し、主体的に学びを深めることに結び付く。高校生

の時期における特徴と、総合的な探究の時間で期待されることを整理すると、次のよう

に示すことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、「主体的に学習に取り組む態度」の単元の評価規準を作成する際には、次の

３つの視点で生徒に育成を目指す資質・能力を設定するとともに、目指している具体

的な成長の姿を生徒に示して振り返りを行うことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 中間発表を起点とした振り返りの充実について 

ア　指導計画における工夫 

探究活動の充実に向けては、活動の過程において中間発表などの相互評価をする活

動を位置付け、それぞれの探究の過程を質的に高め、目指す資質・能力の育成が期待

できるよう、探究活動のまとまりを単元とした計画を作成することが大切である。 

次の計画は、中間発表を起点に、生徒自ら、段階的に探究のプロセスを振り返るこ

とができるように工夫した単元の指導計画例である。中間発表のねらいを、「生徒が

自ら設定した探究課題の妥当性や収集した情報の整合性等について考察し、次の探究

のプロセスの改善や、課題を省察する機会とする」と設定し、生徒及び外部人材を含

高校生の時期の特徴

 ○　自分のことを知りたい

○　社会との関わりで自分を価値付けたい

 

 

 

総合的な探究の時間で期待されること  

  ○　自他の存在や考えが明らかになること

○　自分自身の変容や他者や社会との関わ

りに気付くこと

探究活動→振り返り
↑ ↓
振り返り←探究活動

「総合的な探究の時間で期待されるこ

と」に到達するためには、次の３点で整理

される。

①「自分自身に関すること」と「他者や

社会との関わりに関すること」の２つ

の視点で、生徒が探究活動を振り返る。

②生徒が探究活動を通じてできるように

なったことなど、生徒が変容を自己認

識する。

③振り返りの内容を踏まえ、生徒が気付

かない変容等について教員がフィード

バックする。

                

 ①自己理解・他者理解 ②主体性・協働性 ③将来展望・社会参画

・探究を通して、自己を見 ・自分の意思で真摯に課題 ・探究を通して、自己の

つめ、自分の個性や特徴 に向き合い、解決に向け 在り方生き方を考えな

 に向き合おうとする。 た探究に取り組もうとす がら、将来社会の理想

  ・探究を通して、異なる多 る。 を実現しようとする。 

様な意見を受け入れ尊重 ・自他のよさを認め特徴を ・探究を通して、社会の

しようとする。 生かしながら、協働して 形成者としての自覚を

解決に向けた探究に取り もって、社会に参画・

組もうとする。 貢献しようとする。 
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めた関係者全員が、中間発表のねらいを共有することにより、振り返りが充実するよ

うに工夫している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ　発表・交流の際の工夫 

振り返りの充実に向けた工夫として、発表や交流の場面ごとのねらいに応じたポイ

ントを整理し、生徒等に事前に示すことが大切である。また、主として「自分自身に

関すること」と「他者や社会との関わりに関すること」の２つの視点を生徒が意識し

て振り返ることができるようにすることや、探究の過程における「思考力、判断力、

表現力等」の育成を意識し、生徒に関わる人の立場に応じてポイントを整理し、事前

に生徒に示すことが大切である。次に示すようなポイントを活用することで、発表し

た生徒自身が気付かない点についてフィードバックを受け、その後の活動につなげて

いくことが重要である。 

＜○○高校１学年  総合的な探究の時間  年間指導計画例＞
 

 
 月 学習内容等 時数 重点を置く観点 活動形態
  ・「総合的な探究の時間」のねらい      
 ４ ・３年間の見通し ２ 知識・技能 学年 
 ・探究学習を進めるための技法について
 

５
 ・課題の設定    　　　  

 ～  ・探究計画の立案 
10

 
思考・判断・表現

 
課題別グループ

 
 ７ ・情報の収集 
 ・情報の整理・分析
 ８ ・中間発表に向けて（まとめ・表現）  

思考・判断・表現
 

課題別グループ
 

 ～  ・中間発表（ポスターセッション） 11 
主体的に学習に取り組む態度

 
学年

 

９ ・中間発表を終えて

 
 　＜指導計画＞

 【中間発表のねらい】
  　 生徒が自ら設定した課題の妥当性や収集した情報の整合性等について考察し、次の探究のプロセスの改善や、課

   題を省察する機会とする。
 【ねらいを達成するための手段】

  　 個々の生徒が、発表を通して自己の興味や関心について整理し、他者と交流する。
 【主な学習活動と指導上の留意点】  

 
 学習内容等 活動とねらい 指導に関わる留意事項
 
 中間発表 ○　発表準備 ・質を高められるよう、ねらいを
 に向けて 　・中間発表のねらいを理解し、これまでの探究活動の過程をまとめ 意識して発表に臨むよう伝える。 
 （５時間） る。 ・中間発表の際の、発表・交流す
 　・これまでの探究活動をまとめ、言語化する中で、自己の関心や興 る際のポイントを確認し、中間

味を整理し、収集した情報の内容や不足等について認識する。 発表が次の探究活動の充実に繋
　・発表、交流する際のポイントについて確認する。 がる機会となるよう促す。

中間発表 ○　発表者 ・外部人材に評価を依頼する場合、
（４時間） 　・聞き手が中間発表を聞く際の視点とするため、探究活動の過程で 評価者に対して、活動のねらい

課題と感じていることを伝える。 や評価基準等を事前に伝え、十
　・相手の反応を予想しながら、分かりやすく伝わるように工夫する。 分な理解を得ておく。 

 ○　聞き手 ・生徒の興味・関心、目の付けど
 　・発表者の課題を踏まえ、気付きや疑問等を記録する。 ころ、発想や気付きなど、探究

○　交流 の独自性や学びの過程を評価し、
　・発表者は、自身の課題が明確になるよう、多様な意見を尊重する 生徒の成就感や自己肯定感の高

 姿勢で聞き手に問いかける。 揚につながるようにする。
　・聞き手は、発表者の課題を踏まえ、質問や感想を投げかける。

中間発表 ○　振り返りシートの記入 ・中間発表の様子を通して、生徒
を終えて 　・中間発表までの準備を通して習得した知識、視点、技能等につい が自己の変容を認識できるよう、

（２時間） て整理する。 個々の生徒に育まれたよい点や
　・自身の興味・関心と課題の適切さについて省察する。 成長の状況等を積極的に評価する。 
　・課題と収集した情報の整合性について確認する。 ・生徒のよさや可能性、努力の様
　・次の探究を進める上で必要な、新たに必要な情報を整理・分析す 子などを個人内評価として生かす。 
　　る。 ・質疑応答を踏まえ、新たに収集

 　・探究の意義や価値について整理する。 する必要がある情報等を整理す
○　探究計画の見直し る。 
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ウ　振り返りシートにおける工夫 

振り返りシートにおいては、次に示すように、生徒がこれまでの取組を見直すこと

で、次の探究活動に向けて見通しをもつとともに、自己の変容を認識できるようにし、

「思考力、判断力、表現力等」を育成できるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  発表する際のポイント 
・どのような問い（違和感、必要感、矛盾）から課題を設定したか説明する。 
・課題解決に向けてどのような取組（情報収集や、整理・分析の方法など）を行ってきたか説明する。 
・これまでの探究活動から、どのような考えをもつことができるようになったか説明する。

      
　○○高等学校「総合的な探究の時間」中間発表　振り返りシート　１年○組　名前     

新たに習得した知識、視点、技能等 新たに必要な情報 新たに必要な整理・分析の視点

  

　これまでの探究活動の過程（中間発表を含む）を通して、あなたはどのようなことに気付き、設定した課題に対す
る疑問や考えはどのように変化しましたか。

                                                        
                                                                      

　課題（仮説）について見直しが必要な場合は、見直しの方向性を示してください。（複数可）

                                                        
                                                                       

　今後の探究計画

10月 11月 12月 １月 ２月

   成果発表会 
 振り返り・まとめ

  発表を聞く際のポイント 
・異なる多様な意見を受け入れ尊重する。 
・問いに対して適切な課題（仮説）が設定されているかどうかを意識する。 
・課題（仮説）と課題解決に向けた取組（情報収集、情報の整理や分析の方法等）の整合性を意識する。 

  交流する際のポイント 
 教員・外部人材  
・生徒の取組を認め、生徒の自己肯定感が向上するようにするなど、次の探究活動に取り組む意欲の向 
  上に繋がるような助言を心がける。 
・自身の専門性や経験等を踏まえ、生徒の探究活動の取組を評価するとともに、生徒の新たな気付きに 
  つながるような助言を心がける。 

 発表を聞いた生徒  
・自分自身にはなかった考えを前向きに評価するなど、異なる多様な意見を受け入れ尊重する。 
・問いや課題（仮説）に対する気付きや疑問等を投げかける。 
・課題解決に向けた取組に対する気付きや疑問等を投げかける。 

 発表した生徒  
・質問に回答する際は、できる限り根拠を示して回答する。 
・異なる多様な意見を受け入れ尊重する姿勢をもち、他者からの批評を受け止めつつ、自身のよさや課 
  題に目を向ける。 
・幅広い可能性を視野に、異なる多様な意見を今後の探究活動の充実につなげる。 
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【事例１：日常の振り返り】探究活動に行き詰まった生徒とのディスカッション

  
 
 
 
 
 

　　　【生徒】                                 　　　　　　　　  【先生や地域コーディネーター】 
　探究活動を進める中で、生徒自らが悩んだり行き詰まったりした時に、生徒自ら課題担当の教員や地域
コーディネータにファシリテートを依頼し、これまでの探究活動の取組や方法について検討し、随時、探
究活動の方法を修正する。その際、生徒の主体性を重視し、探究の過程を繰り返す中で、探究が自立的に
行われることを目指す。

 

【事例２：定点での振り返り】中間発表後の外部有識者等との関わり

 　 　
 
 
 
 

                                    　　　
　　　【生徒】                                   　　　　 　　　　　　　　【大学教員等】 
　中間発表における大学教員等の外部有識者からの助言等を受けた後、生徒が担当の教員とともに、これ
までの探究の取組を振り返り、後半の取組を検討する。 
  その後、検討した方法で探究のプロセスを繰り返し、最終的な成果発表会の前にもう一度、大学教員等
から探究活動について助言等を受けてブラッシュアップすることで探究活動の深化を図る。 
 
 
 
 
 

                                       
　　　【生徒】                                   　　　   　　　　　　　　【大学教員等】

 
　生徒が発表会後に大学教員等から助言を受けるとともに、教員が発表会に参加した大学教員等の有識者
や、近隣高校の探究を担当している教員と研究協議を行い、学校全体の探究の取組について専門的な知見
からアドバイスを受け、学校としての探究活動の在り方についても改善を図る。

 

【事例３：生徒同士での振り返り】Googleフォームの活用や他校生徒との交流

○　Googleフォームの活用 ○　他校との生徒同士での振り返り 
自校の生徒同士で、設定した項目に対して 学校間で生徒同士のオンライン発表を行い、相

５段階で相互に評価する。また、感想に加え、 互に発表や質疑応答を実施することで、新たな問
「活動のよかった点、期待できる点」、「活動 題解決の視点を得る。その後、交流で得た視点を
における改善点」などを自由記述で回答し、 踏まえ、これまでの探究活動を振り返り、今後の

発表者へフィードバックし、その後の探究活 取組を見直し、ブラッシュアップを図ることで、
動について検討・改善を図る。 更なる探究学習の質を高める。

(3) 探究の過程が発展的に繰り返されることを意図した振り返り（事例） 

振り返りにおいては、次に示すような手立てをもとに、探究の過程が発展的に繰り返

 されていくことを意識して指導することが大切である。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうしたら、設定した課題を解決できるのか、分からなくなっ

てしまいました。話を聞いてもらえますか？

課題を解決するために、これまでどのような活動をしてきた

の？問いや課題、これまでの活動を整理してみませんか？

最終発表では論理的な飛躍もなく、説得力のある根拠をデータとし

て示すことができました。ありがとうございました！

残された時間で検証可能な取組をやってみよう。検証結果から得ら

れるデータによって、発表内容の説得力が増すよ。

探究活動は発表して終わりではないよ。今までの探究活動で、深め

きれなかった分野や、もっと明らかにしたいと思ったことはないか

な？その課題意識をもち続け、次の探究活動につなげよう。

先日の中間発表でいただいたコメントを踏まえ、これまでの探究活

動をブラッシュアップしました。最終発表に向けて、もう一度、探

究内容についてコメントいただけますか？

自分とは違う地域の高校生が、自分の探

究活動をどう受け止めるのか、とても参

考になった！他の地域での取組を参考に

するなど、多様な視点で解決策を考える

ことが必要！

なるほど、自分にはない視点でコメ

ントを書いてくれている！確かに、

指摘されたデータがあれば、探究活

動を充実させられる！

Before

After
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２　「探究チャレンジ・アジア」の取組（概要） 

北海道教育委員会では、令和４年度から令和６年度までの３年間、各教科の学習を実社

会での問題発見・解決に生かすことを目的に、教科等横断的な探究学習を実施する「S-TEAM

教育推進事業」を実施した。全道の高等学校及び特別支援学校高等部の生徒が取り組んだ

探究活動の成果を発表する「『探究』チャレンジプロジェクト」では、令和７年２月１日

（土）に北海道大学学術交流会館で、各学校で取り組んだ探究活動の成果を全道規模で発

 表する「探究チャレンジ・アジア」を実施した。

 

 

 

 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加校

参加生徒の感想

○ 答えのない、かつ漠然とした課題に対して、ゼロからアプロー

チをしていくというのは非常に難しい挑戦でしたが、思いどおり

の結果にならなくても、新たな発見があるかもしれないという考

え方を身に付けて研究を続けることができました。

○ 海外の発表を英語で聞くという貴重な機会をいただけて光栄で

した。自分の研究と似たような研究をしている高校もあり、新た

な気付きを得ました。

○ 賞は取れませんでしたが、確実に以前の自分より成長できたと

感じたので、よい経験になりました。

日程

【探究活動の成果を発表している様子】
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○実施日：令和７年８月５日（火）～８日（金）　○会場：ネイパル深川 
○テーマ：「『CHANGE MAKER CAMP』～社会課題を変える“みらいの道具”を創れ～」 

※「CHANGE MAKER」＝「試行錯誤を繰り返し、社会に変化を起こす人」のこと 
○概要：４日間で、「課題設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現」の探究活動を実施 

＜１日目＞ ＜２日目＞ ＜３日目＞ ＜４日目＞ 
○社会課題のインプット ○プロトタイプ制作 ○中間発表 ○最終発表、修了式

　社会課題等の背景を学習、 　まずは実践。「小さく・ ○アイデア再構築 
　理想を描く 　早く・何回も」がポイント 　

○チームビルディング ○学生起業家のプロトタイプ 
 学校を超えたチーム編制   学生起業家が作ったゲ 
○課題の深掘り 　ム（チャレンジ・ピッツァ） 
　課題の背景等を探るワーク 　を体験

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topic                       

 

 

道教委では、令和７年度から令和９年度までの３年間、道立高等学校、道立中等教育学

校及び道立特別支援学校（高等部）において、生徒一人一人が協働性、社会貢献意識、自

己肯定感を高めて自己実現できるよう、教科等横断的な視点で探究的な学習を充実させ、

将来の北海道を担う人材を育成することを目指して、「ＢＲＩＤＧＥ構築事業」に取り組む

こととしている。 

「ＢＲＩＤＧＥ構築事業」は、「『Ezo探究』プロジェクト」。「『アントレプレナーシップ

教育』推進プロジェクト」、「『実社会・実生活と結び付いた課題設定』支援プロジェクト」、

「『教科等横断』推進プロジェクト」の４つのプロジェクトで構成され、生徒だけではなく、

生徒を伴走支援する教員、生徒の探究活動を支援する自治体等の地域に働きかけ、探究活

動の充実を図ることとしている。 

　４つのプロジェクトのうち、「『アントレプレナーシップ教育』推進プロジェクト」の一

環として行った、「アントレ・キャンプ」について報告する。

◎「ＢＲＩＤＧＥ構築事業」の取組

http://www.koukou.hokkaido-c.ed.jp/tebiki/r7/link/r7soutanws1.pdf

